
令和４年度 第 4 回学校運営協議会 （Ｒ５．２．２） 

【参加者】 

委員  贄田浩邦 伊藤敬子 大山美千子 下山千恵子 川井信一 塩沢建樹 

（欠席 永井 春江  川島 啓 石﨑 真清） 

学校地域協働推進員 宮川長一‘ 

事務局 鈴木寧子 五月女穣 

 

１．会長あいさつ 

・今年度、最後の学校運営委員会。締めくくり意見交換をお願いします。 

 

２．校長あいさつ 

  あと一ヶ月で卒業式、スピード感がある感じで送っている。 

学校だよりをもとに説明する。 

  芸術鑑賞教室、ミュージカルを楽しむことができた。 

  図書ボランティア協力の下、読み聞かせを行うことができた。 

  後期学級委員決定。 

  小中交流あいさつ運動を実施した。 

  地区大会実施することができた。 

  合唱コンクール開催することができた。練習から熱心に取り組んでいた。 

  子ども未来プロジェクト・・・全クラスで「いじめ」について全学年で話し合いをした。

また、スローガン作成し参考で実施する。秋輝祭・・・公民館を使って開催。生徒も参

観することができた。 

  ３年ぶり県新人大会開催された。 

  市内ＡＬＴがあつまり英語コミュニケーションデイを実施。３年生が修学旅行につい

て一人一人ＡＬＴにプレゼンをすることができた。 

  里山活動、雑木林で枝集め落ち葉厚めなど楽しそうに熱心に行った。 

  １１／２９生徒会選挙あり。代替わりをした。明日引き継ぎ式。 

  校内駅伝大会開催、地域の方からも応援いただく。定着してきた感じである。 

  立志式が立派に挙行された。誓いの言葉一人一人発表、合唱も披露、厳粛な雰囲気で行

われた。 

  来年度の学校運営計画案を職員に示した。赤文字が変更点。一読いただき、気付いたこ

等を連絡いただきたい。 

  特に１１、情報モラルの育成を行う。ＳＮＳのトラブルあり。子供達の安全を。 

  学び合いを生かした学習の充実 

 

 



３．今年度の振り返り 

（１）学校評価の概要説明 

国分寺地区の大きな課題２つ 

  ①読書に関する項目が落ち込んでいる。国分寺中学校区。朝の学習などを検討している。 

  ②家庭学習について十分でないという意見が多い対策として自主学習ノートなど見本

をつくる。 

   ご意見をいただきたい。 

 

４．協議 

・家庭での学習について。自主学習のノートのお手本あるのはよいが、できない子が見て

も･･･。サンプルを出すのはよいが。 

 ・３年生のよさを感じさせる場が少なくなってきている。自信を持たせる場。良い部分を

残しながら学校行事を充実させていく。 

 ・読書活動について、強制的にでもよいので読書をする時間を設けるのが良いのでは。大

人になってからも読書に親しむのではないか。今の時代だからこそ読書が必要ではな

いか。 

・家庭学習については、教員だけでは難しい。地域・家庭・保護者で対応することがある

のではないか。 

・読書は情報を得るだけではない。文字を読みながら感情なども読み取る。文字、紙、本

を大切にして欲しい。 

・読書週間を身に付けさせるのがよい。 

・新聞に載っている大学入試問題を見た。文章量が多い。読解力がないと解けないのでは

ないか。読書は大切である。 

・学校評価項目に、いじめに関する学校評価項目があってもよいのではないか。また、Ｓ

ＮＳに関する学校評価項目があってもよいのではないか。 

・学校評価項目に関する「主語」を整理して、アンケートを見なすとよい。 

・例えば、総合的な学習の時間などで、学習をする方法を確認する時間を設けるのはいか

がか。学校裁量の時間があるはず。 

・不登校生が増えていることなど。 

・卒業生に人命救助で表彰されたりしている。 

 

（その他・会長からの提案） 

・夏場は気温が高く体育館での活動が厳しい。クーラー設置が必要だと考える。体育館に

クーラーの設置を、学校運営協議会やＰＴＡと連携して市議会に要望をしていくのは

どうか。→国分寺中学校学校運営協議会名前を借りて要望していく。 

 



教頭 

・読書は、時間の確保を実現できる方向で考えていく。 

 ・家庭学習に関する指導、方策を考える。 

 ・アンケートの文言等。他校と連携して改善していく。 

 ・エアコンの要望ぜひお願いいたします。 

 

学校経営全体構想図について何かあればお知らせください。 

 

 

５．事務連絡 

・来年度の学校運営協議会委員について 

 

 


